
　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博

物
館
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
大
和
国
史

館
」
が
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
一
一

月
一
八
日
に
開
館
し
て
か
ら
、
本
年
で

八
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
国
宝

二
件
、
重
要
文
化
財
一
二
件
を
始
め
と
す

る
重
要
な
考
古
資
料
を
多
数
収
蔵
・
展
示

し
、
考
古
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
博
物
館
と

し
て
は
、
我
が
国
有
数
の
規
模
と
内
容
を

有
し
て
い
ま
す
。
開
館
以
来
、
組
織
・
名

称
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
八
〇

年
（
昭
和
五
五
）
に
現
在
の
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
緑
美
し
い
山
容
の
畝
傍

山
を
背
景
に
建
つ
現
在
の
博
物
館
の
建
物

は
、
そ
の
同
じ
年
に
建
設
工
事
が
完
了
し

た
も
の
で
す
。

　

当
博
物
館
は
、
日
本
の
歴
史
を
語
る
上

で
き
わ
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
奈
良
県

に
お
い
て
、
県
立
の
考
古
学
専
門
の
研
究

機
関
で
あ
る
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
の
附
属
博
物
館
と
し
て
、
研
究
所
の
特

色
で
あ
る
発
掘
調
査
、
研
究
、
報
告
、
出

土
資
料
の
保
存
、
保
管
、
展
示
、
情
報
発

信
が
一
体
化
し
た
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
こ
れ

ま
で
県
内
各
地
で
数
々
の
重
要
な
発
掘
調

査
と
そ
の
結
果
の
研
究
、
報
告
を
日
々
お

こ
な
い
、
奈
良
県
、
ひ
い
て
は
日
本
の
歴

史
の
解
明
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
膨
大
な
貴
重
な
資
料
や
研

究
成
果
を
博
物
館
の
常
設
展
「
大
和
の
考

古
学
」で
体
系
的
に
展
示
し
て
、そ
の
歴
史

的
な
意
義
を
社
会
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
研
究
所
附
属
博
物
館
」
と
し
て
、

県
内
の
発
掘
調
査
の
最
新
の
成
果
を
展
示

す
る
速
報
展
や
、
学
芸
員
の
研
究
成
果
を

発
信
す
る
特
別
展
や
特
別
陳
列
を
開
催
で

き
る
優
れ
た
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
的
環
境
や
学
校
の
歴
史
の

授
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
に
よ

っ
て
考
古
学
に
興
味
を
持
ち
、
た
び
た
び

当
博
物
館
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
多
く

の
方
々
が
お
ら
れ
る
一
方
で
、
昨
年
の
春

に
開
催
し
た
富
雄
丸
山
古
墳
出
土
の
蛇
行

剣
の
特
別
公
開
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
考
古

学
に
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な
く
て
も
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
、
ネ
ッ
ト
で
蛇
行
剣
の
情
報
に

接
し
た
多
く
の
方
々
が
初
め
て
来
館
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
に
併
せ
て
常
設
展
も
ご

覧
に
な
っ
て
、
こ
ん
な
に
す
ご
い
も
の
が

県
内
で
た
く
さ
ん
出
土
し
て
い
て
、
一
堂

に
こ
の
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
方
々
が

大
勢
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
館
の
常
設
展
の

こ
と
を
知
り
、
評
価
し
て
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
最
近
、
考
古
学
の
み
の
切
り

口
で
な
い
テ
ー
マ
の
特
別
陳
列
や
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
、

新
た
な
来
館
者
の
掘
り
起
こ
し
を
目
指
す

工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
常
設

展
や
展
覧
会
、
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
を
効
果
的
に
発
信
し
、
よ
り
多
く

の
方
々
が
、
こ
れ
は
日
本
国
内
か
ら
だ
け

で
な
く
、
奈
良
県
を
訪
れ
る
外
国
の
方
々

も
奈
良
、
日
本
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
お

越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
開
館

八
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、
一
九
五
五
年
に
大
和
歴
史
館
友
史

会
と
し
て
七
五
名
で
発
足
し
た
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所
友
史
会
、
公
益
財
団

法
人
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
、
さ

ら
に
一
般
財
団
法
人
橿
原
考
古
文
化
財
団

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
思
い
ま
す
。
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
開
館
八
五
周
年
と
い
う
長

い
年
月
の
重
み
を
誇
り
と
し
て
多
く
の
重

要
な
出
土
品
を
大
切
に
保
管
、
展
示
す
る

と
と
も
に
、
当
館
の
特
色
を
も
っ
て
考
古

学
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
広
く
発
信

し
て
ゆ
く
博
物
館
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
益
々
の
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
．
出
土
地
点
と
経
緯

本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
奈
良
市
南

肘
塚
町
地
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
能
登

川
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
に
と
も
な
う

工
事
掘
削
中
に
不
時
発
見
さ
れ
た
（
図

１
）。
出
土
地
点
は
奈
良
県
遺
跡
地
図
で

は
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
範
囲
外

と
な
っ
て
い
る
。

令
和
四
年
五
月
二
日
、
奈
良
県
文
化
財

保
存
課
（
当
時
）
に
工
事
の
事
業
主
体
で

あ
る
奈
良
土
木
事
務
所
か
ら
、
工
事
中
に

石
造
物
が
三
点
出
土
し
た
と
連
絡
が
あ
っ

た
。
現
地
で
出
土
状
況
お
よ
び
出
土
遺
物

を
確
認
し
た
結
果
、
三
点
の
石
造
物
は
浚

渫
工
事
の
際
に
出
土
し
て
お
り
、
近
現
代

の
河
川
堆
積
中
に
包
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
出
土
資
料
は
お
そ
ら
く
近

隣
か
ら
流
入
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

中
世
末
期
以
降
の
石
造
物
に
対
す
る
考

古
学
研
究
の
成
果
は
、
近
年
増
加
し
つ
つ

あ
る
。
本
稿
で
は
研
究
進
展
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
資
料
の
補
充
を
行
う
。（
中
野
）

二
．
資
料
の
概
要

（
一
）
有
像
板
碑
（
図
２

－

１
）

１
は
花
崗
岩
製
で
、
圭
頭
板
碑
に
仏

像
を
二
体
陽
刻
し
て
い
る
。
板
碑
高
は

六
七
・
〇
㎝
、
幅
二
八
・
八
㎝
、
厚
さ

一
八
・
〇
㎝
で
あ
る
。
頂
部
の
形
態
は
底

部
か
ら
五
五
・
〇
㎝
付
近
で
頂
部
に
向
か

っ
て
内
傾
し
、圭
頭
状
を
形
成
し
て
い
る
。

圭
頭
に
は
幅
が
約
三
㎝
の
二
条
線
が
〇
・

四
～
〇
・
六
㎝
程
度
彫
り
込
ま
れ
て
階
段

状
に
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

底
部
に
は
直
径
約
一
〇
×
八
㎝
の
ホ
ゾ

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
本
来
は
反
花
座
を

伴
っ
て
造
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仏
像
の
う
ち
右
側
は
高
さ
約
二
八
・
五

㎝
、
肩
幅
一
〇
㎝
で
、
摩
耗
に
よ
り
確
証

を
得
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
施
無
畏
与
願

印
、
ま
た
は
来
迎
印
を
結
ぶ
立
像
で
あ

る
。
印
か
ら
釈
迦
如
来
立
像
か
阿
弥
陀
如

来
立
像
が
想
定
さ
れ
る
。
左
側
は
高
さ

二
九
・
〇
㎝
、
肩
幅
九
・
六
㎝
で
、
合
掌
印

を
結
ぶ
地
蔵
立
像
で
あ
る
。
両
立
像
と
も

に
一
四
世
紀
頃
の
石
仏
に
比
べ
て
体
の
幅

が
広
く
、
頭
部
の
割
合
が
大
き
い
。
仏
像

高
に
対
す
る
頭
部
高
は
、
如
来
立
像
が
三

割
強
、合
掌
地
蔵
立
像
が
三
割
弱
で
あ
る
。

ま
た
、
彫
り
込
み
の
深
さ
が
約
四
㎝
と
や

2�
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図２　出土資料（1：有像板碑、2：石龕仏、3：櫛形墓標）

図１　出土位置および関係地名
（国土地理院地図に加筆、S=1/12,000）
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や
浅
く
、
仏
像
や
衣
紋
の
表
現
が
省
略
さ

れ
、
衣
紋
の
裾
が
足
も
と
に
密
接
す
る
特

徴
が
あ
る
。

銘
文
は
、「
道
阿
」「
妙
西
」
の
二
名
の

法
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
石
龕
仏
（
図
２

－

２
）

２
は
花
崗
閃
緑
岩
製
で
、
箱
形
を
呈
し

た
枠
の
内
側
に
仏
像
を
一
体
陽
刻
し
て
い

る
。
高
さ
四
三
・
〇
㎝
、
幅
二
七
・
〇
㎝
、

厚
さ
一
一
・
五
㎝
で
あ
る
。
枠
幅
は
三
・
五

～
三
・
八
㎝
程
度
、
彫
り
込
み
の
深
さ
は

一
・
四
㎝
で
や
や
浅
い
。
箱
上
部
に
は
直

径
約
三
㎝
の
ホ
ゾ
が
認
め
ら
れ
、
本
来
は

箱
上
部
に
笠
を
伴
っ
た
形
態
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

仏
像
は
高
さ
三
〇
・
四
㎝
、
肩
幅
一

二
・
〇
㎝
で
、
像
姿
は
摩
耗
し
て
い
る
が

わ
ず
か
に
錫
杖
と
宝
珠
の
表
現
が
認
め
ら

れ
る
。
有
像
板
碑
（
１
）
と
同
様
に
体
の

幅
が
広
く
、頭
部
の
割
合
が
や
や
大
き
い
。

仏
像
高
に
対
す
る
頭
部
高
は
三
割
弱
で
あ

る
。
ま
た
、
彫
り
込
み
の
深
さ
が
約
一
㎝

と
浅
く
、
衣
紋
や
像
容
が
形
骸
化
し
、
足

の
表
現
も
曖
昧
で
あ
る
。

（
三
）
櫛
形
墓
標
（
図
２

－

３
）

３
は
花
崗
岩
製
で
、位
牌
形
を
呈
す
る
。

高
さ
二
七
・
四
㎝
、
幅
一
六
・
九
㎝
、
厚
さ

九
・
〇
㎝
で
あ
る
。
現
状
は
風
化
に
よ
り
、

外
形
や
銘
文
が
摩
耗
し
、不
明
瞭
で
あ
る
。

墓
標
は
、
正
面
は
平
滑
に
調
整
さ
れ
る

が
、
左
右
面
、
背
面
は
未
調
整
で
、
正
面

の
み
に
銘
文
を
刻
む
形
態
で
あ
る
。

銘
文
は
一
部
が
風
化
し
て
い
る
が
、「
宝

暦
七
丑
天
／(

釈)

尼
妙
和
／
三
月
十
一

日
」
と
解
読
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
被

葬
者
の
没
年
が
一
七
五
七
年
で
あ
り
、
こ

の
前
後
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
．
資
料
の
年
代
的
置
づ
け

次
に
こ
れ
ら
資
料
の
年
代
的
位
置
づ
け

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
有
像
板
碑
（
１
）
で
あ
る
。
形
態

が
異
な
る
が
、
元
興
寺
極
楽
坊
の
舟
形
五

輪
塔
で
は
、
一
六
○
○
年
頃
を
境
に
法
名

か
ら
戒
名
へ
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
１
）。
ま
た
、
像
容
は
一
六
世
紀
に
入
る
と

仏
像
や
衣
紋
が
や
や
形
骸
化
し
、
耳
の
表

現
が
省
略
さ
れ
、
衣
紋
の
裾
が
足
も
と
に

密
接
す
る
特
徴
が
如
実
に
表
れ
る
傾
向
に

あ
る（
２
）。
元
興
寺
極
楽
坊
に
お
け
る
既
報
告

の
類
似
資
料
に
お
い
て
は
、
当
該
資
料
に

比
べ
て
頭
部
高
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い

も
の
の
、
像
容
で
同
様
の
特
徴
を
有
す
る

石
仏
が
天
正
年
間
に
集
中
し
て
い
る（
３
）。
こ

れ
ら
の
類
例
か
ら
、
当
該
資
料
は
一
六
世

紀
第
３
四
半
期
か
ら
一
六
世
紀
第
４
四
半

期
頃
の
造
立
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
石
龕
仏
（
２
）
で
あ
る
。
石

龕
仏
は
一
六
世
紀
末
の
造
立
末
期
に
お

い
て
は
笠
を
伴
わ
な
い
形
態
に
変
化
す

る
た
め
、
当
該
資
料
は
そ
れ
以
前
の
資
料

と
い
え
る
。
小
型
の
石
龕
仏
の
う
ち
紀
年

銘
が
刻
ま
れ
た
事
例
は
希
薄
で
、
伊
賀
で

は
一
六
世
紀
第
１
四
半
期
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
事
例
の
報
告
が
あ
る（
４
）。
こ
れ
ら
の
事

例
で
は
錫
杖
が
錫
杖
頭
ま
で
精
緻
に
彫
ら

れ
、
衣
紋
や
足
の
形
状
ま
で
明
確
に
表
現

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
の
像
容
の
差
異
を
考

慮
す
る
と
、
当
該
資
料
は
一
六
世
紀
第

１
四
半
期
以
降
の
造
立
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。最

後
に
櫛
形
墓
標
（
３
）
で
あ
る
。

元
興
寺
極
楽
坊
に
お
い
て
、
櫛
形
墓
標

は
一
六
九
一
～
一
八
〇
〇
年
に
か
け
て

造
立
さ
れ
、
そ
の
造
立
の
主
要
年
代
は

一
六
九
一
～
一
七
八
〇
年
頃
で
あ
る（
５
）。
ま

た
元
興
寺
極
楽
坊
の
櫛
形
墓
標
の
高
さ
は

三
〇
～
五
〇
㎝
と
当
該
資
料
と
同
程
度

で
、
石
材
は
花
崗
岩
と
砂
岩
が
主
体
で
あ

る
点
も
当
該
資
料
と
合
致
す
る
。

四
．
奈
良
町
に
お
け
る
出
土
の
意
義

最
後
に
報
告
資
料
の
由
来
の
検
討
お
よ

び
隣
接
す
る
奈
良
町
石
造
物
集
積
と
の
対

比
を
行
う
。

出
土
地
点
か
ら
南
に
約
二
〇
ｍ
地
点
に

は
、
か
つ
て
不
動
堂
と
よ
ば
れ
る
石
造
物

集
積
が
所
在
し
て
お
り
（
図
１
）、
一
六

世
紀
代
の
石
仏
や
名
号
碑
、
一
七
世
紀
代

の
不
動
明
王
石
仏
や
供
養
碑
、
一
九
世

紀
代
の
句
碑
な
ど
三
二
点
が
集
積
さ
れ

て
い
た（
６
）。
こ
の
不
動
堂
は
一
九
三
六
～

二
〇
〇
二
年
ま
で
所
在
し
て
お
り
、
撤
去

に
際
し
て
石
造
物
は
元
興
寺
に
寄
託
さ
れ

た
。
立
会
地
点
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
今

回
の
報
告
資
料
は
こ
の
不
動
堂
の
前
身
の

施
設
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。　
　

奈
良
町
で
は
寺
院
や
墓
地
以
外
の
場
所

で
五
～
二
〇
基
の
石
造
物
が
集
積
さ
れ
祀

ら
れ
て
い
る
景
観
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
一
六
～
一
七
世
紀
に
造
立

の
中
心
が
あ
り
、
寺
院
や
境
内
墓
地
と
の

関
係
を
有
さ
ず
各
町
内
（
旧
字
）
単
位
で

存
在
し
、
管
理
は
区
（
町
）
有
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。
狭
川
真
一
氏
は
、
こ
れ
ら
が

一
八
世
紀
頃
の
寺
檀
家
制
度
成
立
以
前
の

一
六
～
一
七
世
紀
の
都
市
内
部
に
お
け
る

宗
教
祭
祀
行
為
に
つ
い
て
物
語
る
資
料
で

あ
る
と
指
摘
す
る（
７
）。

こ
れ
ら
の
集
積
と
比
較
す
る
と
、
今

回
の
報
告
資
料
や
不
動
堂
の
石
造
物
は
、

一
八
世
紀
以
降
の
資
料
を
含
む
と
い
う
点

で
年
代
的
な
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
不
動

堂
に
お
い
て
は
既
報
の
資
料
が
一
部
で
あ

る
も
の
の
、
信
仰
や
供
養
に
起
因
す
る
資

料
が
中
心
で
、
今
回
報
告
し
た
墓
の
性
格

を
有
す
る
資
料
を
欠
く
点
も
異
な
っ
て
い

る
。な

お
、
出
土
地
点
か
ら
川
沿
い
に
西
へ

約
一
五
〇
ｍ
下
っ
た
字
福
寺
地
区（
図
１
）

3�



令
和
七
年
一
月
七
日
か
ら
三
月
二
五
日

ま
で
の
七
八
日
間
、
中
国
陝
西
省
考
古
研

究
院
（
以
下
研
究
院
と
呼
称
す
る
）
で
研

修
を
受
け
る
機
会
を
頂
い
た
。
私
は
現
在

中
国
の
唐
代
以
前
の
古
代
建
築
に
つ
い
て

勉
強
を
進
め
て
お
り
、
研
修
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
研
究
院
側

に
は
関
心
の
あ
る
遺
跡
の
見
学
や
資
料
の

集
成
の
時
間
を
設
け
て
ほ
し
い
旨
を
事
前

に
伝
え
て
い
た
が
、
現
地
で
は
研
究
院
の

仕
事
を
全
体
的
に
見
学
し
、
そ
の
仕
事
を

把
握
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
た
。
事
前
に
想
定
し
て
い
た
研

修
と
は
や
や
内
容
が
異
な
っ
て
は
い
た

が
、
数
多
く
の
職
員
の
方
と
交
流
で
き
た

こ
と
や
、
保
存
科
学
を
含
め
専
門
外
の
分

野
の
仕
事
を
見
学
で
き
た
こ
と
は
意
義
深

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

研
究
院
に
は
百
数
十
名
の
専
門
職
員
が

在
籍
し
て
お
り
、
最
初
に
見
学
し
た
社
会

教
育
部
で
は
三
〇
代
半
ば
の
王
沛
氏
と
研

究
院
附
属
の
博
物
館
に
関
わ
る
仕
事
を
見

学
し
た
。
こ
の
部
門
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
は
全
員
女
性
で
、
女
性
職
員
比
率
の

高
さ
が
日
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
。
子
供
た
ち
を
研
究
院
に
連
れ
て
来
て

面
倒
を
見
つ
つ
仕
事
を
す
る
の
は
ご
く
普

通
で
あ
り
、
研
究
院
は
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
感
じ
た
。
交
通

が
不
便
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
博
物
館
に

は
毎
日
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
お
り
、
解

説
員
に
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
る
来
館

者
が
多
い
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
博

物
館
の
休
館
日
に
は
毎
週
展
示
物
の
点
検

が
お
こ
な
わ
れ
細
や
か
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
た
。

そ
の
後
陝
西
省
内
外
の
遺
跡
や
博
物
館

を
見
学
す
る
三
週
間
程
の
期
間
を
経
て
、

保
存
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
代
半
ば
の

黄
河
氏
の
案
内
で
金
属
器
、
陶
器
、
壁
画
、

繊
維
、
脆
弱
遺
物
、
骨
、
大
型
遺
物
、
微

細
遺
物
な
ど
各
遺
物
の
修
復
作
業
の
見
学

を
し
た
後
、
唐
代
壁
画
の
修
復
作
業
に
実

際
に
参
加
し
た
。
壁
画
の
多
く
が
国
宝
で

あ
る
国
か
ら
来
た
人
間
に
と
っ
て
は
、
ガ

ラ
ス
越
し
で
は
な
い
壁
画
に
近
づ
く
と

い
う
こ
と
さ
え
恐
怖
体
験
で
は
あ
っ
た
が

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
作
業
を
お
こ
な
っ

た
。派

遣
当
時
の
中
国
は
か
な
り
の
就
職
氷

河
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
研
究
院
の
正

規
職
員
と
な
っ
た
黄
河
氏
は
「
運
が
良
か

に
は
、
一
六
～
一
八
世
紀
代
の
墓
標
が
多

数
集
積
さ
れ
て
い
る
。
狭
川
氏
は
周
辺
に

一
八
世
紀
に
廃
絶
し
た
福
寺
の
存
在
を
想

定
し
、
集
積
は
福
寺
の
墓
所
に
伴
う
可
能

性
が
高
い
と
指
摘
す
る（
８
）。

福
寺
地
区
の
事
例
は
、
近
世
寺
院
と
し

て
の
福
寺
の
存
在
が
未
確
認
で
あ
る
点
に

問
題
が
あ
る
も
の
の
、
先
の
評
価
を
敷
衍

す
る
と
、
奈
良
町
に
は
寺
院
や
墓
地
の
石

造
物
集
積
と
、
そ
れ
ら
に
属
さ
な
い
石
造

物
集
積
が
あ
り
、
年
代
と
性
格
が
異
な
る

多
様
な
あ
り
方
が
想
起
さ
れ
る
。
不
動
堂

の
石
造
物
集
積
も
資
料
の
全
容
が
明
ら
か

で
は
な
い
も
の
の
、
他
の
奈
良
町
の
石
造

物
集
積
と
は
石
造
物
の
年
代
や
組
成
に
差

異
が
あ
り
、
集
積
の
背
景
が
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
奈
良
町
に
お
け

る
近
世
寺
院
に
関
連
す
る
資
料
の
増
加
を

待
ち
つ
つ
、
奈
良
町
の
石
造
物
集
積
の
性

格
の
差
異
の
整
理
を
今
後
の
課
題
と
し

て
、本
報
告
の
ま
と
め
と
し
た
い
。（
西
谷
）

謝
辞　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
大

阪
大
谷
大
学
の
狭
川
真
一
氏
に
ご
教
授
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良
町
の
資
料
に

つ
い
て
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

ー
の
中
島
和
彦
氏
、
原
田
憲
次
郎
氏
の
ご

教
示
を
得
ま
し
た
。
末
尾
に
な
り
ま
し
た

が
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）藤
澤
典
彦
二
〇
一
二「
墓
上
の
石
塔
」『
中

世
石
塔
の
考
古
学
』
高
志
書
院

（
２
）
藤
澤
典
彦
・
狭
川
真
一
編
二
〇
一
七
『
石

塔
調
べ
の
コ
ツ
と
ツ
ボ
』
高
志
書
院

（
３
）
辻
村
泰
圓
編
一
九
七
七
『
日
本
仏
教
民

俗
基
礎
資
料
集
成
』
第
四
巻　

元
興
寺
極
楽

坊
Ⅳ 

中
央
公
論
美
術
出
版

（
４
）
市
田
進
一
編
二
〇
一
二
『
伊
賀
の
石
仏

拓
本
集
』
私
家
版

（
５
）
木
下
密
運
一
九
六
七
「
元
興
寺
極
楽
坊

板
碑
群
の
調
査
研
究

－
そ
の
形
式
的
変
遷
を

中
心
と
し
て

－

」『
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料

研
究
年
報
一
九
六
七
年
』
元
興
寺
文
化
財
研

究
所

（
６
）
奈
良
市
史
編
纂
審
議
会
編
一
九
八
五
『
奈

良
市
史　

社
寺
編
』
吉
川
弘
文
館

（
７
）
狭
川
真
一
さ
ん
還
暦
記
念
会
編
二
〇
一

九
『
墓
と
石
塔
の
考
古
学

－

墓
と
石
造
物
に

戯
れ
て
実
は
半
世
紀

－

』
狭
川
真
一
さ
ん
還

暦
記
念
講
演
会
資
料
集　

同
記
念
会 

（
８
）
註
７
文
献
。
な
お
、
福
寺
は
「
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
」
に
み
ら
れ
、
戦
国
時
代
に
焼

失
し
た
と
さ
れ
る
。
字
福
寺
に
所
在
し
た
福

寺
池
で
採
集
さ
れ
た
軒
丸
瓦
に
よ
り
、
創
建

時
期
は
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
（（
公
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編

二
〇
一
七
『
な
ら
ま
ち
の
南
玄
関

－

肘
塚
・

京
終
の
歴
史
文
化

－

』
同
研
究
所
）。

4�

　

令
和
六
年
度
中
国
派
遣
報
告

内

藤

元

太



ど
の
遺
跡
で
も
大
型
で
深
度
の
あ
る
遺
構

が
主
に
検
出
さ
れ
て
い
た
が
、
柱
穴
な
ど

建
物
に
関
す
る
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
担
当
者
の
説
明
で
は
、
遺
存
す

る
本
来
の
遺
構
面
で
遺
構
確
認
を
お
こ
な

う
と
攪
乱
が
多
す
ぎ
る
こ
と
、
大
型
の
遺

構
や
墓
の
調
査
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
あ
え
て
深
め
に
重
機
掘
削
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
の

都
市
部
に
お
け
る
住
居
址
の
発
掘
事
例
は

極
め
て
少
な
い
が
、
遺
跡
の
内
容
が
豊
富

す
ぎ
る
中
国
な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

日
々
の
研
修
の
ほ
か
、
橿
原
考
古
学
研

究
所
に
来
て
い
た
朱
雨
霽
さ
ん
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
同
年
代
の
方
々
と
交
流
で

き
た
こ
と
も
大
変
有
意
義
で
あ
っ
て
、
事

前
に
描
い
て
い
た
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
異

な
る
経
験
も
し
た
。
例
え
ば
中
国
で
は
宴

会
で
大
量
に
飲
酒
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
が
、
現
在
の
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
お
酒

を
飲
ま
な
い
。
こ
れ
に
は
時
代
の
変
化
を

感
じ
た
。

そ
の
他
、
私
は
日
本
の
お
菓
子
を
中
国

へ
の
お
土
産
に
持
っ
て
行
っ
た
が
、
複
数

の
方
か
ら
日
本
の
お
菓
子
の
多
く
は
中
国

人
に
と
っ
て
塩
辛
す
ぎ
る
か
甘
す
ぎ
る
と

感
想
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
感
想
は
現
地

の
料
理
の
味
の
濃
さ
に
少
々
疲
れ
気
味
で

あ
っ
た
私
に
と
っ
て
意
外
で
あ
っ
た
が
、

っ
た
だ
け
」
と
謙
遜
し
て
い
た
が
、
一
回

で
中
国
語
の
説
明
を
理
解
し
な
い
私
に
対

し
て
何
度
も
わ
か
り
や
す
く
保
存
科
学
の

こ
と
や
中
国
の
文
化
財
行
政
の
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
優
し
い
方
で
、
相
当
優
秀
な

人
物
で
あ
る
こ
と
を
日
々
感
じ
た
。

研
究
院
は
宿
泊
施
設
と
食
堂
を
伴
っ
た

基
地
を
各
地
に
設
置
し
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
発
掘
調
査
や
報
告
に
向
け
た
整
理
作

業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
二
月
二
五
日

か
ら
は
同
じ
く
研
究
院
に
研
修
に
来
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
文
化
遺
産
研
究
所

（Institut national du patrim
oine

）

の
二
〇
代
後
半
のH

éloïse GU
Y
O
N

氏

と
共
に
、
研
究
院
の
収
蔵
庫
で
あ
る
涇
渭

基
地
、
石
峁峁
遺
跡
調
査
隊
の
基
地
、
西
安

市
西
部
の
発
掘
調
査
を
担
当
し
て
い
る
城

西
基
地
、
南
部
を
担
当
し
て
い
る
城
南
基

地
を
見
学
し
た
。

特
に
石
峁峁
遺
跡
の
見
学
は
最
も
印
象
深

く
、
遺
跡
中
心
の
皇
城
台
の
見
学
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
非
常
に
幸
運
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
二
三
年
度
に
発

掘
さ
れ
た
竪
穴
墓
群
や
城
を
構
成
す
る
石

垣
と
彫
刻
、
排
水
施
設
、
残
存
状
態
の
良

い
石
積
み
壁
住
居
や
版
築
壁
住
居
な
ど
を

見
学
で
き
た
。
整
備
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で

い
な
い
遺
跡
の
踏
査
中
に
は
裴
学
松
氏
が

卜
骨
を
表
採
す
る
な
ど
貴
重
な
場
面
に
も

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

西
安
に
戻
っ
た
後
に
見
学
し
た
城
西
基

地
で
は
中
国
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
発
掘

調
査
の
様
子
を
初
め
て
見
学
し
た
。
印
象

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
学
で
考
古
学
を

専
攻
し
て
お
ら
ず
現
場
で
発
掘
を
覚
え
、

研
究
院
が
お
こ
な
う
発
掘
調
査
の
技
能
試

験
に
合
格
し
た
人
材
が
現
場
監
督
と
し
て

発
掘
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
初
は
人
員
的
に
充
実
し
た
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た

が
、
発
掘
調
査
の
速
度
は
極
め
て
速
く
、

面
積
も
膨
大
で
あ
り
研
究
院
の
規
模
の
大

き
さ
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
人
員
が
不
足

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
発
掘
調
査
へ
の

需
要
に
対
応
す
る
苦
労
が
感
じ
ら
れ
た
。

確
か
に
油
気
を
除
け
ば
中
国
の
料
理
の
塩

気
や
お
菓
子
の
甘
さ
は
日
本
よ
り
薄
目
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
評
判
が
よ
か
っ

た
お
菓
子
は
「
じ
ゃ
が
り
こ
」
で
あ
っ
た
。

中
国
の
若
い
方
々
の
中
に
は
日
本
の
ア
ニ

メ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
楽
し
ん
で
い
る
方

も
多
く
そ
れ
ら
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

日
本
の
考
古
学
に
つ
い
て
説
明
す
る
際

は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ

て
い
る
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
動
画
を
用

い
た
が
、
過
去
中
国
に
行
き
来
し
た
人
の

体
験
記
が
載
っ
て
い
る
青
陵
を
含
め
、
ウ

ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
は
海
外

に
お
い
て
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。

研
修
中
最
も
会
話
し
た
人
物
は

H
éloïse GU

Y
O
N

氏
と
な
っ
た
。
空
い

た
時
間
に
彼
女
と
は
各
地
に
出
か
け
、
中

国
語
が
わ
か
ら
な
い
彼
女
の
た
め
に
中
国

語
と
英
語
ど
ち
ら
の
語
学
レ
ベ
ル
も
低
い

私
が
一
生
懸
命
翻
訳
を
す
る
場
面
が
多
々

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
財
行
政
の
話

は
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
彼
女
の
話
か
ら

は
美
術
や
文
化
財
に
対
す
る
保
護
の
意
識

に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

た
。
出
土
人
骨
を
棺
に
入
れ
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
法
律
が
あ
る
こ
と
な
ど
も

か
な
り
日
本
と
異
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る

と
思
っ
た
。

研
修
期
間
中
は
資
料
集
成
の
た
め
研
究
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院
の
図
書
閲
覧
室
で
中
国
の
雑
誌
を
過
去

に
遡
っ
て
閲
覧
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
く
ら
い
ま
で
は
、
手
法
を
学
ぶ
と
い

っ
た
記
事
の
中
で
日
本
の
話
題
は
頻
繁
に

登
場
し
て
い
た
印
象
を
持
っ
た
。
そ
の
後

二
〇
年
以
上
経
た
現
在
の
中
国
の
考
古
学

関
係
機
関
は
規
模
が
非
常
に
大
き
く
な

り
、
日
本
よ
り
も
中
国
の
方
が
調
査
手
法

や
保
存
科
学
技
法
に
お
い
て
、
先
進
的
な

試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
点
も
多
い
。
中

国
社
会
の
変
化
の
速
度
は
速
い
。
日
本
と

中
国
の
関
係
性
も
一
定
で
は
な
く
時
代
を

経
る
に
つ
れ
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
日
中
双
方
職
員
の
派
遣
研
修
を

続
け
、
あ
の
人
と
「
遺
跡
の
見
学
に
行
っ

た
」、「
食
事
を
し
な
が
ら
世
間
話
を
し
た
」

と
い
っ
た
交
流
の
記
憶
が
個
人
レ
ベ
ル
で

残
り
続
け
る
こ
と
が
双
方
の
国
の
考
古
学

技
術
を
学
ぶ
と
い
っ
た
実
務
的
な
意
味
を

超
え
て
、
実
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
思
う
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
ご
恩
を

忘
れ
ず
、
今
後
も
学
ん
だ
こ
と
や
で
き
た

人
脈
を
活
か
し
、
自
分
の
仕
事
が
奈
良
と

い
う
地
域
だ
け
で
な
く
日
本
の
歴
史
や
文

化
に
意
義
付
け
を
与
え
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
世
界
と
地
続
き
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
を
少
し
で
も
意
識
し
な
が
ら
職
務
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
。

一
．
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、橿
原
考
古
学
研
究
所
（
以
下
、

橿
考
研
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
交
流
研

修
に
参
加
し
た
経
験
と
所
感
を
ま
と
め
た

記
録
で
あ
る
。
研
修
参
加
が
決
定
し
た
の

は
二
〇
二
四
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
実
は

七
年
前
、
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
院
（
現

文
化
遺
産
研
究
院
）
が
主
管
す
る
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
日
本
の
研
修
に
参
加
し
た
経

験
が
あ
り
、
再
び
研
修
の
機
会
が
与
え
ら

れ
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
筆
者
が
扶
余
文
化
遺
産
研

究
所
（
以
下
、
扶
余
所
）
に
赴
任
し
た

二
〇
二
四
年
か
ら
独
自
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
新
設
さ
れ
、
偶
然
に
も
そ
の
年
の

一
一
月
ま
で
二
〇
二
五
年
度
の
研
修
対
象

者
が
未
定
の
状
態
で
あ
っ
た
。
当
初
は
他

の
研
究
員
が
参
加
す
る
可
能
性
が
高
か
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
組
織
貢
献
度
（
と

書
い
て
年
功
序
列
と
読
む
）
が
考
慮
さ
れ

た
お
か
げ
で
、
新
任
に
も
か
か
わ
ら
ず
研

修
対
象
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
修
が
決
定
す
る
と
、「
前
回
の
研
修

で
の
心
残
り
を
挽
回
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
単
純
な
期
待
と
共
に
、
久
し

ぶ
り
の
関
西
訪
問
へ
の
と
き
め
き
が
交
錯

し
た
。
短
い
研
修
期
間
を
考
慮
し
、
実
現

可
能
な
三
つ
の
主
要
目
標
を
設
定
し
た
。

第
一
に
、
日
本
の
発
掘
現
場
に
お
け
る
運

営
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
調
査
方
法
論
の
把

握
。
第
二
に
、
古
代
山
城
お
よ
び
渡
来
人

関
連
の
研
究
資
料
収
集
。
第
三
に
、
日
本

文
化
と
生
活
様
式
へ
の
適
応
を
通
じ
た
実

用
的
な
会
話
能
力
の
向
上（
残
念
な
が
ら
、

こ
の
目
標
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
）。
本	

稿
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
目
標
を
中
心
に
記

述
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
橿
考
研
の
発
掘
現
場
へ
の
参
加

　

発
掘
現
場
は
、
奈
良
市
の
道
路
建
設
に

伴
う
緊
急
発
掘
調
査
の
現
場
で
あ
り
、
大

安
寺
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
た
。
発
掘
は

日
本
到
着
後
二
週
目
に
あ
た
る
四
月
一
四

日
に
始
ま
り
、実
質
約
二
週
間
参
加
し
た
。

　

橿
考
研
の
発
掘
現
場
を
経
験
し
、
韓
国

と
比
較
し
て
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
を

発
見
し
た
。
ま
ず
、
現
場
用
品
の
管
理
が

韓
国
よ
り
も
は
る
か
に
体
系
的
に
行
わ
れ

て
い
た
。
韓
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
発
掘

用
品
を
消
耗
品
と
み
な
し
、
再
利
用
の
頻

度
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
用
品
自

体
の
品
質
の
問
題
も
あ
る
が
、
管
理
不
行

き
届
き
の
責
任
も
少
な
く
な
い
。
予
算
削

減
が
続
く
現
状
に
お
い
て
、
筆
者
自
身
か

ら
反
省
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

二
番
目
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
熟
練

し
た
発
掘
専
門
の
補
助
員
（
専
門
業
者
）

の
存
在
で
あ
っ
た
。
表
土
除
去
は
も
ち
ろ

ん
、
遺
構
実
測
図
の
作
成
ま
で
可
能
な
補

助
員
の
役
割
は
非
常
に
驚
く
べ
き
も
の

で
、
こ
れ
は
橿
考
研
と
扶
余
所
間
の
発
掘

シ
ス
テ
ム
、
特
に
現
場
投
入
人
員
の
構
成

の
違
い
か
ら
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。

韓
国
の
場
合
、
地
元
住
民
を
臨
時
雇
用
し

て
活
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
発
掘

業
務
に
特
化
し
た
専
門
人
材
プ
ー
ル
は
不
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在
で
あ
る
。
近
年
人
口
減
少
に
よ
り
調
査

人
材
不
足
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
状
況

で
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
参
考
に
な

る
代
案
と
な
り
う
る
と
考
え
た
。さ
ら
に
、

文
化
庁
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
す
る
発
掘

調
査
は
、
一
定
の
調
査
品
質
を
担
保
す
る

制
度
的
装
置
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
点

で
、国
内
導
入
検
討
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

他
に
も
注
目
す
べ
き
点
は
多
か
っ
た

が
個
人
的
に
最
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
現
場
で
味
わ
っ
た
様
々
な
ラ
ー

メ
ン
で
あ
る
。
日
本
の
発
掘
現
場
に
不
慣

れ
な
外
国
人
で
あ
る
筆
者
を
細
や
か
に
気

遣
い
、
毎
日
笑
顔
で
一
緒
に
ラ
ー
メ
ン
を

共
に
た
べ
て
く
だ
さ
っ
た
岡
田
雅
彦
さ
ん

に
は
本
当
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ

た
（
そ
れ
で
も
、
マ
リ
オ
流
ラ
ー
メ
ン
と

大
阪
ド
ロ
ソ
バ
の
味
は
本
当
に
格
別
で
し

た
）。

三
．
古
代
山
城
お
よ
び
渡
来
人
関
連
資
料

　

資
料
は
、
東
京
お
よ
び
九
州
国
立
博
物

館
の
見
学
を
含
む
出
張
に
加
え
、
様
々
な

現
場
訪
問
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
紙

面
の
都
合
上
、
奈
良
県
周
辺
で
お
こ
な
っ

た
資
料
調
査
の
内
容
を
中
心
に
記
述
す

る
。

　

ま
ず
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
「
超
国
宝

展
」
の
観
覧
は
、
今
回
の
研
修
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
と
言
え
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
展
示
で

あ
っ
た
。
特
に
百
済
観
音
像
、
如
意
輪
観

音
半
跏
思
惟
像
、
七
支
刀
と
い
っ
た
貴
重

な
遺
物
を
直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
大
き
な
幸
運
で
あ
っ
た
。
田
中
俊
明

教
授
、
青
柳
泰
介
さ
ん
ら
の
お
か
げ
で
観

覧
券
を
十
分
に
確
保
し
、
計
四
回
も
観
覧

す
る
機
会
を
得
た
。

　

金
剛
山
の
磐
座
と
南
郷
遺
跡
群
の
踏
査

も
ま
た
、
記
憶
に
残
る
経
験
で
あ
っ
た
。

標
高
九
八
五
ｍ
の
未
踏
の
地
を
登
る
こ
と

は
新
た
な
挑
戦
で
あ
り
、
渡
来
人
に
関
連

す
る
極
楽
寺
ヒ
ビ
キ
遺
跡
、
南
郷
大
東
遺

跡
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
新
鮮
か
つ
有
益

で
あ
っ
た
。
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
た
青
柳
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

高
安
城
の
現
地
踏
査
も
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
遺
跡
は
、
韓
国
の
研
究
者
の
訪
問
が

頻
繁
な
奈
良
県
・
大
阪
府
に
位
置
し
て
い

る
も
の
の
、
韓
国
の
研
究
者
に
よ
る
踏
査

が
あ
ま
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
場
所

だ
。
日
本
を
訪
問
す
る
前
は
、
彼
ら
の
怠

慢
の
せ
い
に
し
て
い
た
が
、
実
際
に
踏
査

し
て
み
る
と
、
外
国
人
研
究
者
が
個
人
的

に
訪
問
す
る
に
は
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
は

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
本
村
充
保
さ
ん

と
山
田
隆
文
さ
ん
の
ご
案
内
が
な
け
れ

ば
、
踏
査
は
不
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

滋
賀
県
の
石
塔
寺
踏
査
も
ま
た
重
要
な

経
験
で
あ
っ
た
。
現
在
研
究
中
で
あ
る
扶

余
の
定
林
寺
跡
と
関
連
す
る
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
一
度
直
接
確
認
し

た
い
と
考
え
て
い
た
。
実
際
に
目
に
し
た

姿
は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
図

面
や
写
真
で
接
し
た
印
象
と
は
全
く
異
な

る
、
い
わ
ゆ
る
「
百
済
的
」
な
イ
メ
ー
ジ

を
強
く
感
じ
さ
せ
た
。
言
葉
に
し
難
い
感

慨
で
あ
っ
た
が
、
個
人
的
に
は
確
信
に
近

い
印
象
を
受
け
た
と
述
べ
た
い
。
石
塔
寺

ほ
か
、
百
済
寺
、
安
土
城
等
の
周
辺
遺
跡

を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
東
近
江
市
教
育
委

員
会
の
福
田
由
里
子
さ
ん
、
荒
川
菜
々
子

さ
ん
、
橿
考
研
の
髙
木
清
生
さ
ん
に
は
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　

研
修
終
盤
に
は
、
奈
良
県
文
化
財
保
存

事
務
所
が
お
こ
な
う
興
福
寺
の
五
重
塔
修

復
現
場
を
見
学
す
る
機
会
も
得
た
。
韓
国

は
戦
争
な
ど
に
よ
り
現
存
す
る
木
塔
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
五
重
塔
発
掘
調
査
の
際
に

参
考
と
な
る
資
料
が
不
足
し
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
五
重
塔
内
部
に
入
り
、
心

礎
部
を
目
の
前
で
直
接
見
学
で
き
た
こ
と

は
、こ
の
上
な
く
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

四
．
日
本
で
の
生
活
、
文
化
、
言
語

　

研
修
中
、
い
く
つ
か
の
研
究
会
に
参
加

す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
ま
ず
、
帝
塚
山
大

学
で
開
か
れ
た
瓦
研
究
会
に
清
水
昭
博
教

授
の
ご
配
慮
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
上
記
発
掘
現
場
で
一
緒
し
た
岡
田
さ

ん
の
発
表
を
通
じ
て
、
日
本
の
瓦
研
究
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

「
国
分
寺
」
関
連
の
瓦
供
給
概
念
は
馴
染

み
が
な
か
っ
た
が
、
非
常
に
興
味
深
か
っ

た
。

　

中
野
咲
さ
ん
の
紹
介
で
、
韓
国
語
の
論

文
や
報
告
書
を
翻
訳
す
る
研
究
会
に
も
参

加
し
た
。
ち
ょ
う
ど
筆
者
が
過
去
に
調
査

に
参
加
し
た
「
王
興
寺
址
発
掘
報
告
書
」

が
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

た
。
こ
の
研
究
会
は
、
様
々
な
考
古
学
専

攻
者
と
考
古
学
資
料
に
関
す
る
意
見
を
交

換
し
な
が
ら
語
学
の
勉
強
も
並
行
し
て
で

き
る
た
め
、
個
人
的
に
非
常
に
有
益
な
会

で
あ
っ
た
。
語
学
能
力
の
向
上
を
目
的
と

す
る
今
後
の
研
修
生
に
は
、
積
極
的
に
推

薦
し
た
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
谷
川
遼
さ
ん
と
は
瓦
の
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共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
意
気
投
合
し

た
。研
究
方
法
論
と
対
象
を
考
慮
す
る
と
、

非
常
に
興
味
深
い
結
果
が
導
き
出
さ
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。状
況
が
許
せ
ば
、

泗
沘
期
の
瓦
、
熊
津
期
の
瓦
、
漢
城
期
の

瓦
の
比
較
検
討
も
一
緒
に
お
こ
な
っ
て
み

た
い
。
ま
た
、
谷
川
さ
ん
の
紹
介
で
奈
良

大
学
の
小
林
青
樹
教
授
と
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

も
し
後
任
の
研
修
生
た
ち
に
最
も
勧
め

た
い
活
動
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
様
々
な
研
究
会
へ
の
参
加

を
挙
げ
る
。
関
連
知
識
を
広
げ
、
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
で
き
、
あ
る
意
味
で

研
修
期
間
中
に
最
も
価
値
の
あ
る
機
会
と

な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
の
文
化
や
生
活
に
慣

れ
る
た
め
、
航
空
券
や
新
幹
線
の
チ
ケ
ッ

ト
予
約
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
、
些
細
な
こ
と
を
自
力
で
解
決
し

よ
う
と
努
力
し
た
。
日
本
の
通
信
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
日
本
国
内
の
住

所
が
な
い
た
め
制
約
も
あ
っ
た
が
可
能
な

範
囲
で
最
大
限
試
み
た
。
今
で
は
一
人
で

日
本
の
生
活
を
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
だ

ろ
う
と
い
う
自
信
も
あ
る
程
度
つ
い
た
。

た
だ
、
試
験
を
中
心
に
学
習
し
て
き
た
日

本
語
能
力
の
限
界
を
改
め
て
痛
感
し
、
今

後
の
日
本
語
学
習
の
方
向
性
設
定
と
い
う

新
た
な
課
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
案
内

研
究
所
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
パ
ネ
ル
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
『
40

年
前
の
大
発
見

－

藤
ノ
木
古
墳
発
掘
調
査

写
真
展

－

』
を
一
二
月
五
日
（
金
）
ま
で

開
催
中
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

【
研
究
講
座
】
橿
原
考
古
学
研
究
所
講
堂

・
一
〇
月
一
九
日
（
日
）、
一
一
月
九
日

（
日
）
各
回
一
三
時
～

・
一
一
月
二
九
日
（
土
）　

一
〇
時
～

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
保
存
科
学
が
拓
く
文

化
遺
産
の
世
界

－

藤
ノ
木
古
墳
、
沖
ノ

島
祭
祀
遺
跡
、
そ
し
て
世
界
遺
産

－

」

【
列
品
解
説
】
附
属
博
物
館

一
〇
月
一
一
日
（
土
）、
一
一
月
一
日

（
土
）、
一
一
月
二
二
日
（
土
）

各
回
一
〇
時
三
〇
分
～
、

　
　

一
四
時
三
〇
分
～

　

附
属
博
物
館
展
示
案
内

秋
季
特
別
展

「
き
ら
び
や
か
に
送
る 

－

国
宝
・
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
修
理
事
業

成
果
展
１

－

」

会
期
：
令
和
七
年
一
〇
月
四
日
（
土
）

～
一
一
月
三
〇
日（
日
）

斑
鳩
町
に
所
在
す
る
藤
ノ
木
古
墳
は
、

数
少
な
い
未
盗
掘
の
大
型
古
墳
と
し
て
著

名
で
す
。
大
型
の
横
穴
式
石
室
内
か
ら
は
、

多
量
の
須
恵
器
、
馬
具
、
武
器
・
武
具
な

ど
が
出
土
し
、
鞍
金
具
は
東
ア
ジ
ア
屈
指

の
名
宝
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
く
り
ぬ
き
式
の
家
形
石
棺
内
か
ら

も
冠
、
玉
類
、
銅
鏡
、
刀
剣
、
大
帯
、
履

な
ど
の
多
量
の
副
葬
品
が
出
土
し
、
そ
の

豪
勢
な
内
容
か
ら
、
葬
ら
れ
た
人
は
か
な

り
の
権
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
現
在
進
行
中
の
国
宝
・
藤
ノ

木
古
墳
出
土
品
修
理
事
業
が
節
目
の
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
記
念
し

て
修
理
が
完
了
し
た
冠
、
銅
鏡
、
銀
装
刀

子
、
履
な
ど
の
被
葬
者
の
周
辺
に
置
か
れ

た
葬
送
用
大
型
装
身
具
を
中
心
に
、
修
理

の
状
況
お
よ
び
関
連
出
土
品
を
紹
介
し
な

が
ら
、
従
来
の
切
り
口
と
は
違
う
角
度
か

ら
藤
ノ
木
古
墳
の
実
態
に
迫
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
日
本
で
の
研
修

が
終
わ
っ
た
。
全
て
の
旅
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
最
後
の
瞬
間
は
い
つ
も
名
残
惜

し
さ
が
残
る
。
そ
れ
で
も
七
年
ぶ
り
に
再

訪
し
た
関
西
は
依
然
と
し
て
暖
か
く
活
気

に
満
ち
て
お
り
、
現
地
の
方
々
の
温
か
い

人
情
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
、

突
然
の
扶
余
へ
の
転
勤
に
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
こ
の
変
化
が
橿
考
研
で
の
研

修
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
個
人
的
に
は

こ
の
上
な
い
幸
運
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
今
回
の
研
修
は
、
研
究
者
と
し
て
の

道
の
り
に
お
い
て
重
要
な
道
し
る
べ
と
な

る
こ
と
を
確
信
す
る
。

　

一
方
、
扶
余
所
で
初
め
て
国
際
交
流
業

務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
不
慣
れ
な

業
務
に
不
十
分
な
点
が
多
か
っ
た
。
橿
考

研
で
の
滞
在
が
、
韓
国
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
改
善
す
べ
き
点
は
何
か
を
顧
み
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。
今
回
の
研
修
経
験
を

基
に
、
韓
国
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
、小
さ
な
願
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
ヶ
月
間
、
橿
考
研
の
方
々
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
全
て
の
方
々
の
お
名
前
を
ひ

と
り
ひ
と
り
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い
。
橿

考
研
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　

訃　

報

令
和
七
年
九
月
五
日
（
金
）
に
、
特
別

指
導
研
究
員
の
中
橋
孝
博
先
生
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
永
年
の
研
究
所
の
活
動
へ
の

ご
指
導
と
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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